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事務局便り

年頭のご挨拶

元気と笑顔の島づくりを

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
全
島
避
難

以
降
各
地
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
々
を
様
々
な
形
で
繋

ぎ
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
昨
年
、
三
宅
村
は
小

金
井
市
と
の
友
好
都
市
盟
約

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
、
武
蔵
小
金
井

駅
前
に
友
好
の
銘
板
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
那

市
か
ら
は
長
野
県
天
然
記
念

物
で
あ
り
、
高
遠
固
有
種

の
「
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
」
が
３
本
寄
贈
さ
れ
、

生
島
新
五
郎
の
墓
石
の
あ
る

伊
ヶ
谷
地
区
の
三
宅
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
神

着
地
区
の
三
宅
村
ふ
れ
あ
い

児
童
公
園
に
植
樹
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
両
市
と
の

協
力
関
係
が
さ
ら
に
深
め
ら

れ
、
友
好
関
係
が
絶
え
間
な

く
新
た
な
る
高
み
へ
と
推
し

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

島
内
に
お
い
て
は
、
重
要

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
観
光

振
興
の
一
環
と
し
て
、
国
や

都
の
支
援
を
得
て
雄
山
火
口

の
観
光
資
源
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
火

口
付
近
の
遊
歩
道
整
備
は
完

了
し
、
待
機
施
設
の
設
置
や

十
分
な
安
全
対
策
の
確
立
を

経
て
、
入
山
に
伴
う
規
則
の

整
備
等
を
行
い
、
三
宅
島
の

火
山
島
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
眺
望
を
楽
し
み
、

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
元
気
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
島
づ
く
り
に
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

結
び
に
、
三
宅
島
ふ
る
さ

と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事

務
局
及
び
会
員
の
皆
様
と
三

宅
島
に
と
っ
て
、
本
年
も
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

年
末
に
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
心
温
か
い
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

２
０
０
０
年
噴
火
・
火
山

ガ
ス
災
害
か
ら
19
年
目
。
昭

和
期
噴
火
発
生
周
期
20
年
前

後
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
長
期
火
山
ガ
ス
放
出
に

変
化
し
ま
し
た
。
前
々
回
の

阿
古
の
噴
火
溶
岩
流
の
大
量

流
出
の
と
き
に
、
昭
和
期
の

噴
火
は
［
青
年
期
］
で
あ
り

続
く
が
、
変
化
も
訪
れ
よ
う

と
予
測
し
た
専
門
の
大
学

教
授
も
い
た
と
い
い
ま
す
。

特
に
全
島
避
難
時
に
島
民

３
千
８
０
０
人
中
約
千
人
の

「
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
」

島
民
（
在
京
者
）
が
い
る
こ

と
を
、
皆
さ
ま
に
知
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
情
報
の
提
供
、

訪
問
・
交
流
活
動
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
熱
い
ご
支
援
に

よ
り
継
続
で
き
ま
し
た
。

　

「
三
宅
島
新
報
」
発
行
に

よ
り
、
東
日
本
・
原
発
問
題

と
関
連
し
な
が
ら
マ
ス
コ
ミ

の
皆
さ
ま
か
ら
の
取
材
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
心
強
く
あ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

在
京
者
・
島
民
の
皆
さ
ま
、

事
務
局
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

心
強
い 

 

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
会
長　

佐
藤
就
之

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

会
長　

佐
藤
就
之　

副
会
長　

酒
井
一
豊
・
光
安
千
久
子
（
三
宅
島
支
部
長
）

事
務
局
長
・
会
計　

板
倉
美
紀
子　

世
話
人
一
同

　

２
０
１
９
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
櫻
田
昭
正
村
長
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
櫻
田
村
長
は
、
友
好
都
市
と
の
関
係

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
や
都
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
雄

山
火
口
の
観
光
資
源
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
島
の
活
性
化

の
た
め
の
方
策
を
話
さ
れ
た
。

三宅村村長　櫻田昭正
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三
宅
支
庁
発
行
の
「
管
内
概
要
」
を
も
と
に
、
島
の
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
気
に

な
る
の
は
今
後
の
噴
火
の
周
期
・
形
態
・
場
所
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
噴
火
か
ら
19
年
を
迎

え
る
中
で
重
要
な
問
題
だ
。
ま
た
、
人
口
問
題
に
関
し
て
も
三
宅
島
は
限
界
集
落
の
典
型
と

い
わ
れ
る
状
況
で
、
30
代
と
乳
幼
児
が
増
え
て
い
る
御
蔵
島
に
比
べ
て
も
よ
い
状
況
で
は
な

く
、
行
政
と
島
民
が
協
力
し
て
雇
用
の
創
出
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　

（
佐
藤
）

さらなる活性化を
気
に
な
る
次
の
噴
火

周
期
・
形
態
・
場
所
に
注
意

　

恒
例
に
よ
り
、
東
京
都
三

宅
支
庁
発
行
の
「
管
内
概
要
」

平
成
30
年
度
版
を
三
宅
支
庁

総
務
課
よ
り
12
月
に
送
付
し

て
い
た
だ
い
た
。
ご
配
慮
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
ポ
イ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
点
を
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

　

三
宅
島
は
、
「
東
京
か
ら

南
へ
約
１
８
０
㎞
に
位
置

し
、
面
積
55
・
50
㎢
、
周
囲

38
・
３
㎞
で
ほ
ぼ
円
形
、
中

央
に
雄
山
（
噴
火
活
動
前
標

高
８
１
４
ｍ
、
噴
火
後
最
高

標
高
７
７
５
ｍ
）
が
あ
る
。

　

本
島
は
、
玄
武
岩
質
と
塩

基
性
溶
岩
と
拠
出
物
と
の
互

層
か
ら
な
る
複
式
火
山
で
、

頂
上
及
び
山
腹
に
数
多
く
の

爆
発
火
口
を
残
し
、
わ
が
国

火
山
中
無
比
と
言
わ
れ
て
い

る
」
。
そ
し
て
「
平
成
12
年

６
月
26
日
か
ら
火
山
活
動
の

活
発
化
が
見
ら
れ
、
７
月
８

日
に
は
17
年
ぶ
り
に
山
頂
噴

火
が
発
生
し
た
。
そ
れ
以
降

断
続
的
に
噴
火
が
続
き
、
９

月
４
日
の
全
島
民
島
外
避
難

（
２
日
全
島
避
難
指
示
）
、
４

年
５
ヶ
月
を
経
た
平
成
17
年

２
月
１
日
に
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
」
。

　

平

成

30

年

６

月

20

日

の

火

山

予

知

連

会

議

は
、

「
２
０
１
６
年
５
月
に
は
、
火

山
性
微
動
と
そ
れ
に
伴
う
傾

斜
変
動
、
一
時
的
な
火
山
ガ

ス
の
増
加
が
み
ら
れ
」
、
今
後

も
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

２
ペ
ー
ジ
の
要
図
（
下
段

図
）
は
大
変
よ
く
で
き
て
い

る
。
明
治
７
年
神
着
噴
火
か

ら
時
計
回
り
で
阿
古
に
、
５

回
目
で
山
頂
噴
火
と
な
っ

た
。
今
後
の
噴
火
周
期
・
形

態
・
場
所
が
気
が
か
り
だ
。

三宅島要図　噴火の年代別と噴火場所に注目したい（三宅支庁管内概要 29 年度版から転載）
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御
蔵
は
30
代
が
増

　

人
口
問
題
は
、
日
本
国
全

体
の
問
題
で
あ
る
。
年
末
に

は
、
国
会
で
「
改
正
入
管
法
」

を
強
行
成
立
。
「
出
入
国
在

留
管
理
庁
」
を
新
設
す
る
な

ど
大
転
換
で
あ
る
。

　

本
紙
は
、
「
管
内
概
要
」

の
年
齢
別
人
口
構
成
図
を
重

視
し
て
い
る
。
こ
の
２
図
は

29
年
度
版
の
た
め
、
30
年
度

版
と
比
較
し
た
。
今
回
は
、

御
蔵
島
村
も
紹
介
す
る
。

　

29

年

１

月

１

日

現

在

（
カ
ッ
コ
内
は
30
年
度
）
、
島

の
人
口
は
２
千
５
８
３
人

（
２
千
５
３
８
人
・
45
人

減
）
、
世
帯
数
１
６
８
１
戸

（
１
６
４
９
戸
・
32
戸
減
）
。

御
蔵
島
村
人
口
３
０
３
人

（
３
２
４
人
・
21
人
増
）
、
世

帯
数
１
６
３
戸
（
１
７
７
戸
・

14
戸
増
）
で
あ
る
。

　

新
年
早
々
縁
起
で
も
な
い

が
、
学
者
先
生
た
ち
が
指
摘

す
る
三
宅
型
は
、
西
洋
の
「
棺

桶
型
」
と
し
て
日
本
及
び
限

界
集
落
の
典
型
だ
と
い
う
。

そ
れ
に
対
し
て
御
蔵
は
、
働

き
盛
り
の
30
代
と
乳
児
・
幼

児
が
増
え
て
い
る
。

若
い
村
議
に
も
期
待

　

30
年
度
版
の
地
区
別
有
権

者
数
（
平
成
30
年
９
月
１

日
）
は
、
神
着
５
３
６
人
（
男

３
１
３　

女
２
２
３
）
、
伊

豆
２
５
４
（
男
１
３
３　

女

三宅支庁 　「管内概要」から見えるもの

行政と島民が協力して
深
刻
な
人
口
減
少

独
自
産
業
で
雇
用
創
出
を

１
２
１
）
、
伊
ヶ
谷
１
３
１

（

男

75　

女

56

）
、

阿

古

７
６
５
（
男
４
０
２　

女

３
６
３
）
、
坪
田
５
３
６
（
男

２
９
６　

女
２
４
０
）
合
計

２
千
２
２
２
（
男
１
２
１
９

　

女
１
０
０
３
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

産
業
別
就
業
人
口
は
、
総

人
口
７
千
１
３
１
、
就
業
者

総
数
３
千
３
９
６
、
第
一
次

産
業
（
農
業
・
水
産
業
林

業
）
２
千
３
３
５
、
第
二
次

産
業
（
建
設
業
、
製
造
業
）

１
８
１
、
第
三
次
産
業
（
サ
ー

ビ
ス
業
、
公
務
員
、
卸
売

業
・
小
売
業
、
運
輸
・
通

信
業
、
電
気
ガ
ス
水
道
業
、

金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
）

８
８
０
、
完
全
失
業
人
口
は

61
人
（
注
１　

就
業
者
総
数

は
国
勢
調
査
の
15
歳
以
上
人

口
に
よ
る
）
で
あ
る
。

　

特
徴
は
、
御
蔵
島
村
に
力

が
入
っ
て
い
る
印
象
を
受
け

る
。
品
名
統
一
で
「
御
蔵
島

産
長
軸
ア
シ
タ
バ
」
と
し
て

安
定
生
産
を
目
指
す
。
若
手

移
住
者
が
ツ
ゲ
・
ク
ワ
で
高

価
格
木
製
品
を
生
産
。
東
京

都
の
観
光
整
備
補
助
金
も
急

増
額
し
て
い
る
。

　

三
宅
島
も
行
政
と
島
民
が

結
束
し
て
、
雇
用
の
場
で
あ

る
産
業
の
三
宅
島
型
の
特

化
・
差
別
化
が
望
ま
れ
る
。

村
会
議
員
も
若
返
り
し
て
い

る
の
で
、
対
話
を
増
や
し

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し

た
い
。

三宅村の年齢構成図
平成 29 年 1 月 1 日現在
人口 2,583 人　世帯数 1,681 戸

三
宅
支
庁
管
内
概
要
29
年
度
版
か
ら
転
載

三
宅
支
庁
管
内
概
要
29
年
度
版
か
ら
転
載

御蔵島村の年齢構成
平成 29 年 1 月 1 日現在
人口 303 人　世帯数 168 戸

会長時評
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

三宅島新報

　

東
京
都
立
三
宅
高
校
が
創
立
70
周
年
を
迎
え
10
月
６
日
に
は
、
２
０
１
３
年
の
夏
季
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
卓
球
選
手
の
上
田

萌
さ
ん
（
日
立
化
成
・
東
京
富
士
大
学
出
身
）
な
ど
を
招
い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
同
校

の
生
徒
数
は
現
在
26
名
。
今
後
も
島
の
若
い
力
を
育
成
す
る
要
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三宅高校が創立 70 周年

記念式典 卓球の上田さん招いて
講
演
会
や
実
演
を

記
念
誌
で
振
り
返
る

ご寄付者名

編
集
後
記

三宅高校創立 70 周年記念行事でデフリンピック金メダリス
トの上田さんを中心に生徒たちが記念撮影

 

東
京
都
立
三
宅
高
等
学
校

創
立
70
周
年
記
念
行
事
は
、

10
月
６
日
に
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
「
学
校
便
り
・
特
別
号
」

な
ど
か
ら
紹
介
し
た
い
（
写

真
も
一
部
）
。

　

記
念
行
事
の
内
容
は
、
二

部
構
成
で
学
校
長
祝
辞
、
東

京
都
教
育
委
員
長
、
来
賓
及

び
生
徒
代
表
挨
拶
な
ど
。
二

部
か
ら
講
演
会
で
、
日
立
化

成
株
式
会
社
の
上
田
萌
さ
ん

の
「
周
り
へ
の
感
謝
」
と
、

東
京
富
士
大
学
の
卓
球
部
監

督
で
あ
る
西
村
卓
二
氏
の
、

「
上
田
さ
ん
と
の
出
会
い
そ

し
て
、
ど
ん
な
選
手
だ
っ
た

の
か
」
の
お
話
、
さ
ら
に
三

宅
島
卓
球
ク
ラ
ブ
と
の
実
演

も
あ
っ
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
上
田
さ
ん

と
実
演
し
た
２
年
生
の
築
穴

君
は
、
聴
覚
障
が
い
が
あ
り
、

音
の
な
い
世
界
で
私
た
ち
と

同
じ
生
活
を
し
て
、
さ
ら
に

金
メ
ダ
ル
の
獲
得
の
偉
業
を

果
た
し
た
そ
の
プ
レ
ー
に
、

「
威
圧
感
が
す
ご
か
っ
た
で

す
」
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
創
立
70
周
年
記

念
誌
」
も
作
成
。
70
年
の
歩

み
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

歴
史
と
写
真
を
紹
介
し
、
１

期
か
ら
70
期
ま
で
の
３
千
人

以
上
の
氏
名
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

特
別
号
で
は
、
中
間
均
校

長
先
生
が
「
三
宅
高
等
学
校

は
、
島
の
中
学
校
卒
業
生
を

せ
め
て
親
元
か
ら
高
等
学
校

に
通
わ
せ
た
い
と
い
う
島
民

の
根
強
い
願
い
か
ら
、
昭
和

23
年
５
月
に
東
京
都
立
農
芸

高
等
学
校
三
宅
分
校
と
し
て

開
校
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
24

年
２
月
24
日
に
開
校
さ
れ

た
」
が
、
今
日
ま
で
３
回
噴

火
が
あ
り
、
平
成
12
年
で
は
、

児
童
・
生
徒
が
全
寮
制
の
東

京
都
立
秋
川
高
等
学
校
（
平

成
13
年
３
月
31
日
で
閉
校
）

の
避
難
生
活
な
ど
の
苦
労
を

振
り
返
っ
て
い
る
。

　

三
宅
島
高
等
学
校
の
生
徒

数
は
、
現
在
で
は
男
子
13

名
、
女
子
13
名
合
計
26
名
で

あ
る
。

　

「
管
内
概
要
」
平
成
30
年

度
版
は
、
進
路
状
況
（
卒
業

年
度
）
20
年
度
に
て
「
島
内
」

自
営
・
そ
の
他
４
、
就
職
１
。

「
島
外
」
進
学
13
、
就
職
・

そ
の
他
１
人
と
な
っ
て
い
た

が
、
22
年
度
以
降
は
島
内
就

職
１
人
、
27
年
度
の
自
営
・

そ
の
他
１
人
で
８
年
間
で
２

人
に
止
ま
り
、
他
は
「
島
外

進
学
・
就
職
・
そ
の
他
」
で
、

10
年
間
で
、
１
１
９
人
が
島

外
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
三
宅
島
新
報
66
号
」
佐

久
間
敏
明
氏
の
提
言
の
様

に
、
島
内
で
起
業
で
き
る
「
農

地
耕
作
地
」
な
ど
の
無
償
提

供
・
投
資
な
ど
が
都
・
村
で

実
現
で
き
る
か
が
緊
急
課
題

で
あ
る
こ
と
を
、
再
度
、
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に

「
三
宅
島
新
報
」
の
編
集
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
も
ま
も
な
く
終
わ
り

を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
三
宅
島
の
情
報

発
信
の
継
続
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

町村敬志様　牧田勝彦様

吉野文雄様　吉田信行様

小久保泰枝様　鈴木節子

様　古舘秀也様　牧田和

雄様　吉島輝雄様　井上

教子様　福士敬子様　戸

田正人様　小曽スミ子様

佐藤宗ノ子様　佐藤就之

様　光安千久子様 ( 平成

30年10月１日～12月10日 )

【ご寄付受付先】

郵便振替口座　00120-3-545036

三宅島ふるさと再生ネットワーク


